
ア

ス

ラ

か

ら

ビ

ル

シ

ャ
ナ

仏

へ宮

坂

宥

勝

ビ
ル
シ

ャ
ナ
仏
 
(
摩
詞
毘
盧
遮
那
如
来
)
 の
語
義
に
つ
い
て
、

『
大

日
経

疏

』
(
大
疏
)
 
V
i
a
m
e
d
c
m
e
 

は
日
の
別
名
で
あ
る
と
説
か
れ

て
い
る
こ
と
は
、
知
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。
弘
法
大
師
空
海
の

『
大

(
1
)

日
経
開
題
』
で
も
、
こ
の
説
を
採
つ
て
い
る
。
ま
た
、
阿
寂
の

『
大
日

(
2
)

経
疏
妙
印
砂
』
に
は
、
日
の
別
名
に
蘇
哩
也

(
S
i
v
e
k
e
)
・
婆

薩
迦
な
ど

あ
る
こ
と
、
毘
盧
遮
那
も
日
の

一
別
名
で
本
名
は
阿
爾
底
耶
(
a
s
d
t
i
n
)

で
あ
る
こ
と
、
本
名
を
用
い
な
い
の
は
、
毘
盧
遮
那
に
除
暗
遍
明
の
意

味
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
も
つ
て

「
大
日
如
来
周
遍
法
界
三
世
常
恒
之

大
除
暗
遍
明
」
に
讐
え
ん
が
た
め
で
あ
る
と
い
つ
て
い
る
。

ビ
ル
シ
ャ
ナ
仏
の
信
仰
が
太
陽
崇
拝
に
根
ざ
し
て
い
る
も
の
で
あ
る

と
い
う

見
方
は
、
わ
が
国
で
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
い
て
、
い
ろ
い
ろ

な
か
た
ち
で
現
わ
れ
て
い
る
。
天
照
大
神
の
末
孫
に
あ
た
る
と
せ
ら
れ

る
聖
武
天
皇
が
奈
良
東
大
寺
に
地
上
最
大
の
ビ
ル
シ
ャ
ナ
仏
を
建
立
し

た
こ
と
は
、
上
代
に
お
い
て
雄
健
な
最
古
代

の
国
家
理
念
を
時
代
即
応

(
3
)

的
に
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
解
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
国
文
学
の
分

野
で
は
『
源
氏
物
語
』
の
主
人
公
に
光
と
い
う
名
前
を

つ
け
た
根
拠
を
仏

教
的
な
も
の
と
日
本
神
話
の
観
念
に
由
来
す
る
も
の
と
の
合
流
に
求
め

(
4
)

る
よ
う
な
学
説
も
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
際
、

仏
教
か
ら
き
た
も
の
と

し
て
は
仏
教
に
太
陽
崇
拝
が
入

つ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
密
教
の
本
尊
の

大
日
如
来
が
そ
れ
で
あ
る
、
と
い
う
。
光
源
氏
の
呼
称
に
関
す
る
こ
の

説
の
当
否
の
吟
味
は
し
ば
ら
く
置

く

と

し

て
、
空
海
の

『
大
日
経
開

題
』
の
異
本
を
、
現
在
大
正
新
脩
大
蔵
経
第
五
十
八
巻
に
収
め
る
も
の

だ
け
で
六
種
も
数
え
る
点
か
ら
、
大
日
如
来
が
太
陽
の
異
名
で
あ
る
と

い
う
観
念
が
す
で
に
平
安
時
代
に
相
当
に
普

及
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

こ
と
は
容
易

に
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
中
世
以
降
、
大
日
如

来
と
天
照
大
神
と
を
習
合
す
る
思
想
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
は
縷
説
を

ア

ス
ラ

か

ら

ビ

ル

シ

ャ
ナ

仏

へ
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密

教

文

化

要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
な
ど
も
大
日
如
来
の
本
質
的
な
性
格
を
日

の
神
と
し
て
受
取
つ
て
い
た

一
つ
の
証
拠
で
あ
る
。

現
在

で
は
ど
の
よ
う
に
み
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
『
密
教
大
辞
典
』

(
中
)
 の
大
日
如
来
の
項
に
は
、
こ
の
よ
う
に
あ
る
。
『
日
の
別
名
と
云

う
の
は
、
印
度
教
に
於
い
て
も
日
神
の
子
に
毘
盧
遮
那
神
と
称
す
る
あ

り
、
こ
れ
と
関
係
あ
る
が
如
し
。』

『
望
月
仏
教
大
辞
典
』(
四
三
六
八
頁
)
 に
は
次
の
よ
う
な
説
明
に
な

つ
て
い
る
。

『
兎
に
角
此
の
語
が
太
陽
と
関
係
あ
る
も
の
た
る
は
明
な

り
。
惟
う
に
毘
盧
遮
那
は

元
と
釈
尊
を
理
想
化
し
た

る

も

の
』
で
あ

る
、
と
。

マ
ッ
ソ
ソ
・
ウ
ル
セ
ル
と
ル
イ
ー
ズ

・
モ
ラ
ソ
の
共
ハ著

『
イ
ソ
ド
の

神
話
』
(
M
c
h
e
m
i
e
 
d
e
d
i
m
e
s
 
r
o
u
d
h
e
 
P
a
r
i
s
,
 
1
9
3
5
)
 
に

は
く
 
V
i
n
a
c
h
e
m

の
起
源

は
多
分
、
太
陽
神
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
、
日
本
の
真
言
宗
で
は

も

つ
と
も
尊
崇
さ
れ
た
、
と
の
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
ビ
ル
シ
ャ
ナ
仏
に

対
す
る
西
洋
の
諸
学
者
の

一
般
的
見
解
を
代
表
し
て
い
る
も
の
と
み
て

よ
い
。

と
こ
ろ
で
、
ビ
ル
シ
ャ
ナ
仏
の
起
源
の
実
際
お
よ
び
神
格
の
変
遷
過

程
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
全
く
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
推
測
の

域
を
出
で
な
い
。
も
と
よ
り
、
そ
れ
ら
は

一
義
的
に
論
断
せ
ら
る

べ
き

も

の

で
な

く

問

題

は
多

方

面

に
わ

た

つ
て

究

明

し

な

け
れ

ば

な

ら

な

い

と

考

え

る

の

で
は

あ

る

が

、

一
つ
の

問

題

を
提

起
す

る

と

い
う

意

味

で

管

見

を

の

べ
て
み

た

い

。

本
稿
は
昭
和
三
十

四
年
秋
季
同
学
会

で
発
表

し
た
も

の
に
、多
少
加
筆
し
た
。

こ
の
試
論
的
な
論
稿

が
成

つ
た

の
は
、

ひ
と
え

に
渡
辺
照
宏

先
生
の
御
教
示
に

よ
る
も

の
で
あ
る
。

1
 
大
正
、
五
八
巻

一
頁
中
。

2
 
大
正
、
五
八
巻
三
二
頁
中
。

3
 
堀

一
郎

『
日
本
仏
教
史
論
』

「
第
五
章

書
紀
仏
教

の
日
本
的
展
開
」
一
六

四
頁
参
照
。

4
、
杜

田
昇

『
日
本
古
典

の
仏
教
的
精
神
』

八
頁
。

一

真
言
密
教
で
は
ビ
ル
シ
ャ
ナ
仏
す
な
わ
ち
大
日
如
来
は
法
身
仏
で
あ

り
密
教
の
教
主
で
あ
る
。
か
つ
て
イ
ン
ド
の
タ
ン
ト
ラ
仏
教
で
は
五
禅

定
仏
の
第

一
位
に
数
え
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
で
も
同
じ

く
ビ
ル
シ
ャ
ナ
仏
 
B
u
s
h
i
m
e
 
y
o
u
c
h
e
 

は
 
V
i
n
c
h
 
o
u
r
e
 

の
う
ち

の
主
仏

と
し

て
信
奉
さ
れ

て
き
て

い

る
。

モ

ン
ゴ
ー
ル

の
 
M
a
d
e
m
e
 
c
h
i
m
e
 
h
i
m
n
c
h
 

も
同
様
に
五
仏
の

一
の
ビ
ル
シ
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ヤ
ナ
仏
で
あ
る
。

さ
て
、

サ
ソ
ス
ク
リ

ッ
ト
語
の
 
r
o
u
c
h
 
l
o
u
h
e
n
 
が
た
だ

た
ん
に
太
陽
を
意
味
す
る
こ
と
は
、

イ
ン
ド
文
学
に
存
し
、

ア
プ

テ

ィ
の
梵
英
辞
典
な
ど
に

そ

の
用
語
例
が
見
出
さ
れ

る
。

パ
ー
リ
語
は

v
e
r
c
h
i
n
e
 

の

一
語
形
し
か
な
い
が
、
初
期
仏
教
聖
典
に
は
太
陽
を
指

(
1
)

す

語

と

し

て

二
回

出

て
く

る
。

大

叙

事

詩

『
マ

ハ
ー

バ
ー

ラ
タ

』

に
は

(
2
)

v
r
e
c
h
i
n
e
 

を
 
s
c
h
m
e
r
 

(月
)
 と
同
義
に
用
い
る
例
が
あ
る
が
、
チ
ベ
ッ
ト

語
の
 
r
o
u
c
h
e
 
c
j
i
e
m
 
c
h
i
m
e
 

が
た
ん
に

「
輝
く
も
の
」
と
い
う
意

味
で
 
z
o
u
m
e
d
 

(
月
)
 の
意
に
使
う
の
は
、
そ
の
用
例
の
踏
襲
と
み
て

よ
い
で
あ

ろ
う
。

右
の
よ
う
な
用
語
例
か
ら
ビ
ル
シ
ャ
ナ
仏
の
起
源
を
さ
ぐ
る
糸
口
を

え
る
こ
と

は
至
難
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
も
云
わ
れ
て

い
る
よ
う

に
密
教
の
大
日
如
来
の
直
接
的
な
先
駆
例
を
、
ま
ず
華
厳
系

経
典
に
求

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
検
討
か
ら

は
じ
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

代
表
的
な
大
乗
経
典
の

一
つ
で
あ
る
華
厳
経
に
は
七
訳
あ
る
。
最
後

期
の

訳
本

は
七
九
〇
年

に
プ
ラ
ジ

ニ
ャ
ー
 (
P
a
r
o
u
 

般
若
)
 の
訳
し

た
も
の
で
、
有
名
な
善
財
童
子
の
求
法
物
語
を
雄
大
荘
厳
極
ま
り
な
き

ド
ラ
マ
に
組
立
て
た

「入
法
界
品
」
の
別
訳
で
あ
る
。
訳
出
年
代
は
純

密
成
立
以
後
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
は

一
応
除
外
す
る
こ
と
に
す
る
。
次

に
ま
と
ま

っ
た
も
の
は
、
い
わ
ゆ
る

『
八
十
華
厳
』
と
い
わ
れ
る
八
十

巻
本
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
で
シ
ク
シ
ャ
ー
ナ

ソ
ダ

(
S
h
c
i
m
e
 実

叉
難
陀
)
の
訳
。
か
れ
は
中
央
ア
ジ
ア
の
コ
ー
タ

ソ
 (
干
闘
)
 の
出
身
、

証
聖
元
年
 
(六
九
五
)
 に
サ
ソ
ス
ク
リ
ッ
ト
語
原
典
の
華
厳
経
を
中
国

に
も
た
ら
し
て
、
以
後
、
聖
暦
二
年
 
(六
九
九
)
 ま
で
の
五
年
間
に
そ

れ
を
訳
出
し
て
い
る
。
こ
れ
の
旧
訳
は

『
六
十
華
厳
』
で
東
奮
の
時
代

に
北
イ
ソ
ド
の
ブ
ッ
ダ
バ
ド
ラ
 (
B
u
s
h
e
m
e
n
e
 

仏
駄
践
陀
羅
)
 の

手
に
な
る
。
か
れ
は
弘
始
八
年
(
四
〇
六
)
に
長
安
に
到
着
し
、
義
煕
十

四
年
 
(
四

一
八
)
 か
ら
元
煕
二
年
 
(
四
二
〇
)
 に
か
け
て
訳
し
た
。
こ

の
よ
う
に
し
て
、
中
国
で
は
三
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
末
ま
で
の
約
四
百

年
に
わ
た
つ
て
華
厳
経
の
翻
訳
史
が
み
ら
れ
る
の
で
あ

つ
て
、
こ
の
問

八
世
紀
前
半
に

『
大
日
経
』
が
訳
さ
れ

『
大
疏
』
が
著
わ
さ
れ
た
り
し

て
い
る
。

華
厳
経
以
外
に
ビ
ル
シ
ャ
ナ
仏
の
名
を
記
す
漢
訳
経
典
が
、
な
お
数

種
存
す
る
。

『
仏
本
行
集
経
』

の
訳
者
で
あ
る
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
ジ

ニ
ャ

ー
ナ

・
グ
プ
タ
 
(
J
o
u
e
d
m
e
 闇
那
堀
多
)
 
は
五
五
九
年
に
長
安

に
や
つ
て
来
て
い
る
が
、

こ
の
経
の
冒
頭
を
み
る
と

「
帰
命
大
智
海
毘

盧
遮
那
仏
」
と
い
う
帰
敬
頒
を
か
か
げ
て
い
る
。

こ
の
経
典
は
法
蔵
部

ア

ス
ラ

か
ら

ビ

ル

シ
ャ

ナ
仏

へ
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密

教

文

化

の
所
伝

と
い
わ
れ
る
が
、
す
で
に
歴
史
的
な
人
間
釈
尊
が
ビ
ル
シ
ャ
ナ

仏
と
し
て
理
念
化
さ
れ
て
い
た
事
実
を
語

つ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
『八

十
華
厳
』
の
訳
者
に
よ
る

『
大
乗
四
法
経
』
の
経
首
に
も
同

一
の
帰
敬
頒

を
出
す
ば
か
り
で
な
く
、
文
中
に

「
毘
盧
遮
那
智
蔵
大
海
に
流
入
す
」

と
い
う
句
が
あ
る
。
た
だ
し
、
唐
の
デ
イ
ヴ

同ノ
ー
カ
ラ
 (
D
c
h
e
m
e
 

地

婆
詞
羅
、
日
照
)
 の
訳
に
な
る

『
大
乗
四
法
経
』
に
は
、
こ
の
帰
敬
頗

が
認
め
ら
れ
な
い
。
し
た
が

つ
て
、
こ
の
経
典
に
関
す
る
限
り
、
あ
る

い
は
サ

ソ
ス
ク
リ

ッ
ト
原
本
に
は
そ
れ
が
な
か

つ
た
の
で
あ
る
か
も
知

れ
な
い
。
し
か
し
、
北
イ
ン
ド
出
身

の
ボ
ー
デ
ィ
・
ル
チ
 (
B
u
c
h
m
e
n
e

菩
提
流
支
)
 が
永
平
元
年
 
(
五
〇
八
)
 に
洛
陽
に
き
て
翻
訳
し
た

『
大

薩
遮
尼
乾
子
所
説
経
』
の
経
首
を
み
る
と
、
同
じ
く

「
帰
命
大
智
海

毘
盧
遮
那
仏
」
と
し
て
、
次
下
に

「外
国
本

一
切
経
首
皆
有
此
句
」
と

割
注
が
そ
え
て
あ
る
。

『
大
乗
四
法
経
』
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
三
本

『
大
薩
遮
尼
乾
子
所
説
経
』

は

二
本
を
存
す
る
が
、
い
ず
れ
も
帰
敬
頒
は
 
S
c
i
n
e
 
o
u
e
m

c
u
h
e
m
 
r
h
c
m
e
 
o
u
h
c
n
e
 
m
o
e
r
c
h
e
 
(
一
切
の
仏

菩
薩
に
帰
依
し
た
て
ま
つ
る
)
 と
改
変
さ
れ
て
い
て
、
も
は
や
信
仰
対

象
の
形
態
が
推
移
し
た
あ
と
が
看
取
せ
ら
れ
る
。

『
大
乗
同
性
経
』
は
中
イ
ン
ド
の
マ
ガ
ダ
国
の
ジ

ニ
ャ
ー
ナ
・
ヤ

シ

ャ
ス
 (
J
o
u
h
c
n
e
 
m
o
e
r
c
h
e
 

闇
那
耶
舎
)
 が
後
周
の
保
定
四
年

(
五
六
四
)
 か
ら
建
徳
元
年
 
(
五
七
二
)
 の
間
に
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
経
は

一
名

『
一
切
仏
行
入
智
毘
盧
遮
那
蔵
説
経
』
と
よ
ば
れ
、
如
(
3
)

来
十
地
の
名
号
を
列
挙
す
る
う
ち
第
十
名
を
「
毘
盧
遮
那
智
蔵
海
地
」
と

い
う
。
『
雑
阿
含
経
』
は
中
イ

ソ
ド
出
身
の
グ
ナ

・
バ
ド
ラ
 (
G
r
o
u
c
-

h
e
r
c
h
e
 

求
那
蹟
陀
羅
)
 が
劉
宋
の
元
喜
十
二
年
 
(
四
三
五
)
 に
広
州
に

来
て
後
に
訳
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
破
二壊
諸
闇
冥
一
 
光
明
照
二
虚
空
一

(
4
)

今
毘
盧
遮
那

清
浄
光
明
顕
」

こ

の
場

合

「
毘
盧

遮

那

」

は
、
『
サ

ン

ユ

ッ
タ

・

ニ
カ

ー

ヤ
』
(
v
o
l
.
 

1
.

p
.
 
5
1
)
 

に

よ

る

と

、
太

陽

神
 
(
S
u
r
c
h
n
)
 

を

形
容

し

た
も

の

で
、
大

乗

諸
経
典
に
い
う
ビ
ル
シ
ャ
ナ
仏
で
は
な
い
。
が
、
こ
の
毘
盧
遮
那
と
い

う
漢
字
訳
は

『
六
十
華
厳
』
の
そ
れ
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
六
十
華
厳
』
に
次
の
頒
が
あ
る
。

「盧
舎
那
仏
大
智
海

光
明
普
照
無
レ有
レ量

(
5
)

如
レ実
観
二察
真
諦
法

一
 普
照
二
一
切
諸
法
門
一」

こ
れ
に
よ
つ
て
隅
さ
き
の
諸
経
典
に
お
け
る
帰
敬
頒
が
華
厳
思
想
の

影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
六
十
華
厳
』
の
原
型
は

(
6
)

三
五
〇
年
頃
に
は
成
立
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
も
う
少
し
古
く
み
る
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向
き
も
あ

る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、

そ
の
原
曲
ハ成
立
を
四
世
紀
ま
で

潮
ら
せ
る
こ
と
が
可
能

で
あ
ろ
う
。

華
厳
経
の
原
典
 
G
c
h
e
m
e
n
e

に
も
 
v
e
r
c
h
m
e
 

が
超
越
的
な
仏
陀
 
(
V
a
r
h
e
m
e
)
 

の
名
と
し
て
認

(
7
)

め
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
乗
の
仏
伝
文
学
 
L
r
c
h
e
m
e
 に
も
過
去
仏

(
8
)

に
 
V
e
r
c
h
m
e
 

の
名
が
で
て
く
る
が
、
こ
の
仏
伝
を
研
究
し
た
初
期
の

仏
典
研
究
者
が
釈
尊
を
太
陽
神
話
の
変
型
的
人
物
と
断
じ
た
こ
と
は
、

す
で
に
原
典
研
究
史
上
に
お
け
る
過
去
の
語
り
ぐ
さ
の

一
つ
に
な

つ
て

い
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

い
ず
れ

に
し
て
も
グ
プ
タ
王
朝
の
三
、
四
世
紀
頃
か
ら
数
世
紀
間
、
大

智
海
な
る

ビ
ル
シ
ャ
ナ
仏
の
信
仰
が
広
く
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

理
解
さ
れ
る
。
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
華
厳
経
に
、あ
る
と
き
に
は
大
日

経
の
教
主
と
な
つ
て
登
場
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

1
 
S
c
h
m
e
 
t
o
u
c
h
e
 
w
e
r
m
c
h
e
 
s
o
u
h
e
m
 

I
I
.
 
p
.
 
5
0
.

2
 
M
B
H
.
 
V
.
 
4
9
2
0
-
D
o
4
.

3
 
大
正
、
一
六
巻
六
四
九
頁
中
。

4
 
大
正
、
二
巻

一
五
五
頁
上
。

5
 
大
正
、
九
巻
四
〇
五
頁
下
。

6
 
宇
井
博
士
の
説
、

『大
乗
仏
教
の
成
立
史
的
研
究
』
四
八
八
頁
参
照
。

7
 
G
r
o
u
c
h
.
 
2
4
0
.
 
2
1
;
 
2
4
1
.
 
1
0
 
(
v
s
s
)
.

8
 
L
o
u
c
hs
.
 
1
7
1
.
 
1
0
(
v
s
s
)
.

二

華
厳
で
は
如
来
の
名
号
の
数
は

一
万
も
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、

〔如
来
名
号
品
〕

「六
十
華
厳
」
第
四

『
諸
仏
子
、
此
四
天
下
仏
号
不
同
、

或
称
二悉
達

一或
称
二
満
月

一
、或
称
二

師
子
吼
二
、或
称
二釈
迦
牟
尼
一或
称

二神
仙
喝或
称
二
盧
舎
那
一
、或
称
二雀

曇
一或
称
二
大
沙
門
二或
称
二
最
勝
幅

称
二
能
度
二
如
レ是
等
称
二
仏
名
号
二

(
1
)

或
其
数

一
万
』

「八
十
華
厳
」
第
十
二

第
十
二

『
諸
仏
子
、
如
来
於
此

娑
婆
世
界
諸
四
天
下
、
種
々
身

種
々
色
相
、
種
々
修
短
、
種
々

寿
量
、
種
々
処
所
、
種
々
生
処
、

種
々
語
業
、
種
々
観
察
。
令
諸

衆
生
、
各
別
知
見
、
諸
仏
子
、

如
来
於
此
四
天
下
中
、
或
名

一

切
義
成
、
或
名
円
満
月
、
或
名

師
子
吼
、
或
名
釈
迦
牟
尼
、
或

名
第
七
仙
、
或
名
毘
盧
遮
那
、

或
名
雀
曇
氏
、
或
名
大
沙
門
、

或
名
最
勝
、
或
名
最
勝
、
或
名

導
師
、
如
是
等
、
其
数
十
千
、

(
2
)

令
諸
衆
生
、
各
別
知
見
』

＊
現
在
、

チ

ベ
ッ
ト
大
蔵
経

に
は

『
八
十
華
厳
』

に
相
当
す
る
も

の
が
収

め
ら

ア

ス
ラ

か

ら

ビ

ル

シ
ャ

ナ
仏

へ
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密

教

文

化

れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
無
量
の
名
号
が
あ
る
う
ち
、
釈
尊
を
乏
く
に
毘
盧
遮
那

と
名
づ
け
、
ま
た
、
華
厳

で
こ
の
世
界
で
は

マ
ー
ヤ
ー
 (
M
c
h
e
m
)
 
を

ビ

ル
シ
ャ
ナ
仏
の
母
と
す
る
と
せ
ら
れ
る
の
は
、
明
ら
か
に
人
間
釈
尊
を

神
格
化

理
想
化
し
た
も
の
が
ビ
ル
シ
ャ
ナ
仏
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の

で
あ
る
。
『
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』
は

『
法
華
経
』
の

「普
賢
勧
発
品
」

を
継
承
し
て
い
る
の
で
、
天
台
大
師
は
法
華
の
結
経
と
判
じ
た
と
い
わ

れ
る
。

こ
の
経
は
元
嘉
元
年
(
四
二
四
)
に
蜀
に
き
た
濁
賓
の
ダ

ル
マ
ミ

ト
ラ
 (
D
a
r
c
h
e
m
e
 
曇
無
蜜
多
)
 の
訳
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
も

『
釈

(
3
)

迦
牟
尼
、
名
二
毘
盧
遮
那
遍

一
切
処
一、
其
仏
住
処
名
二
常
寂
光

こ

と
あ

る
。
大
乗
仏
教
の
仏
菩
薩
が
光
で
表
現
さ
れ
る
の
は
、
イ
ラ
ン
に
お
け

る
光
の
信
仰
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
実
証
的
な
裏
づ
け
は
、
ま
だ
不
十
分
な
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

こ
の
問
題
に
は
立
入
ら
な
い
こ
と
に
す
る
。
た
だ
イ
ン
ド
に
お
い
て
少

く
と
も

そ
れ
は
ア
ー
ラ
ニ
ヤ
カ
的
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
的
な
発
想
類
型
に

淵
源
す

る
の
で
あ

つ
て
仏
教
固
有
な
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
も
の
で

(
4
)

あ
る
が
、
と
も
か
く
如
来
の
名
号

一
万
名
と
か
千
仏
名
と
か
い
わ
れ
る

う
ち
で
、特
別
に
釈
尊
を
ビ
ル
シ
ャ
ナ
仏
と
し
て
、後
に
は
毘
盧
遮
那
如

来
に
最
高
の
神
格
を
附
与
す
る
に
い
た
る
の
は
、
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

二
世

紀

の
ナ

ー
ガ

ー

ル
ジ

ュ
ナ

の
著

と

さ

れ

る

『
大

智

度

論

』

に

は

釈

尊

が

「
日

王
種

」

あ

る

い

は

「
日
種

」

(
S
c
h
e
m
e
r
m
 
r
o
u
g
h
)
 
で

あ

る

(
5
)

こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
重
要
な
古
伝
承
は
大
乗
仏
教
の
経
典

作
者
達
の
脳
裏
に
強
く
印
象

づ
け
ら
れ

て
い
た
と
み

る
べ
き

で
あ

つ

て
、
そ
こ
に
人
間
釈
尊
が
ビ
ル
シ
ャ
ナ
仏
と
し
て
神
格
化
さ
れ
る
に
い

た
つ
た
必
然
的
な
根
拠
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

も

つ
と
も
日
種
の
伝
説
は
初
期
仏
典
の
う
ち
に
散
見
せ
ら
れ
、
最
古

の
仏
教
聖
典
の

一
つ
の

じ
 
S
c
h
e
m
e
 
o
u
h
e
m
 

に
も
、
す
で
に
こ
れ
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち

『
出
家
経
』

(
P
e
r
c
h
e
m
e
r
)
 
は

ゴ

ー
タ
マ
が
出
家
し
て
カ
ピ
ラ
城
よ
り
王
舎
城

へ
向
う
途
中
、

マ
ガ
ダ
国

王
ビ
ン
ビ
サ
ー
ラ
と
会
見
す
る
ま
で
の
情
況
を
韻
文
で
美
し
く
歌
い
あ

げ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
釈
尊
の
血
統

・
出
生
に
関
し
て
次
の
よ

う
に
い
つ
て
い
る
。

『
〔
そ
の
〕
族
姓
を
太
陽
 
(
a
c
h
e
m
e

)
 と
い
い
、

生
れ
を
サ
ー
キ
ヤ
 (
釈
迦
)
 と
い
う
。

王
よ
。
わ
た
し
は
そ
の
家
か
ら
出
離
し
た
。

も
ろ
も
ろ
の
望
み
を
求
め
ん
が
た
め
で
は
な
い
。』

A
d
d
i
t
i
o
n
 
m
e
r
h
c
e
m
,
 
r
o
u
c
h
e
m
e
,

(
6
)

t
o
u
c
h
e
 
p
i
u
r
e
j
 
c
h
m
e
o
e
 
y
o
u
m
e
m
 
r
o
u
c
h
e
 
m
e
r
h
c
e
m
 
o
e
r
y
 
c
h
e
m
n
e
 
p
r
o
u
c
h
e
 
a
c
h
e
r
m
 
l
o
e
m
t
f
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イ
ン
ド
の
古
代
王
朝
に
日
種
と
月
種
と
の
二
系
統
が
あ
る
と
い
う
古

り
し
世

の
伝
え
は
プ
ラ
ー
ナ
文
学
な
ど
に
説
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
(
7
)

日
種
王
朝
の
祖
が
太
陽
神
ま
で
潮
り
ゆ
く
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

古
く
ゴ
ー
タ

マ
・
ブ

ッ
ダ
の
釈
迦
族
 
(
S
c
h
i
m
e
 
r
o
u
c
h
e
m
e
)
 

の
姓
を
原

始
仏
曲
ハ
に

「
太
陽
を
親
籍
と
す
ち
も
の
」
(
A
r
c
h
e
n
e
 
d
e
c
i
m
e
)
 

と
称
し

て
い
る
如
く
、
そ
れ
が
い
わ
ゆ
る
日
種
の
系
統
に
属
し
、
ま
た
甘
蕪
王

(
r
o
u
c
h
e
m

)
 の
末
孫
た
る
こ
と
を
誇
り
と
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

歴

代
の
諸
王
名
に
農
耕
栽
培
植
物
に
ち
な
ん
だ
も
の
が
多

い
こ
と
は
、
釈

迦
族
が
明
ら
か
に
純
然
た
る
農
耕
種
族
で
母
系
社
会
制
を
強
く
温
存
し

て
い
た
こ
と
を
物
語

つ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
原
初
的

信
仰
形
態
が
太
陽
崇
拝
で
あ

つ
た
こ
と
も
疑
い
を
差
し
は
さ
む
余
地
が

な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
土
着
的
信
仰
が
基
盤
と
な

つ
て

仏
教
の
伝
統
が
形
成
持
続
さ
れ
て
い
つ
て
、

つ
い
に
大
乗
仏
教
に
お
い

て

「釈
迦
牟
尼
毘
盧
遮
那
仏
」
の
宗
教
的
理
念
が
実
現
し
た
に
ち
が
い

な
い
の
で
あ
る
。

(
8
)

『
デ

ィ
ー
ガ

・
ニ
カ
ー
ヤ
』
の

『帝
釈
所
問
経
』
に
も
世
尊
に
対
す

る
イ
ン
ド
ラ
神
の
答
偶
の
う
ち
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

『
太
陽
を
親
族
と
す
る
も
の
で
、

愛
欲
の
矢
を
ひ
き
ぬ
く

無
等
尊

・
大
雄
者

・
仏
陀
、

わ
れ
は
、
か
れ
を
拝
す
。
』

と
こ
ろ
で
、
宋
の
法
賢
の
こ
れ
に
対
す
る
漢
訳
に
は

『
如
来
大
日
尊

(
9
)

汝
今
稽
首
礼
』
と
あ
る
。
密
教
全
盛
時
代
に
な
る
と
、
歴
史
的
実
在
の

人
物
で
あ
る
ゴ
ー
タ

マ
の
事
跡
を
伝
え
る
原
始
仏
典
の
翻
訳
に
お
い
て

す
ら
、
a
d
d
t
i
m
e
 
m
e
r
c
h
e
m
e
 

を
大
日
尊
 
(
大
日
如
来
)
 と
訳
す
ほ
ど
に
、

(
1
0
)

釈

尊

が

絶

対

化

さ

れ

て

い
た

一
つ

の
例

で
あ

る
。

1
 
大
正
、

九
巻
四

一
九
頁

上
。

2
 
大
正
、

一
〇
巻
五

一
八
頁
下
。

3
 
大
正
、

九
巻
三
九
二
頁
下
。

4
 
拙
稿

『
ブ
リ

ハ
ド

・
ア
ー
ラ

ニ
ャ
カ

・
ウ
パ

ニ
シ
ャ
ッ
ド
と
ナ

ソ
ユ
ッ
タ

・
ニ
カ
ー
ヤ
に
関
す
る

一
考
察
』

(「
宗
教
研

究
」
第
三
三
巻
第

一
輯

七
〇
-

八
八
頁
)
 参
照
。

5
 
大
正
、

二
五
巻
二
四
三
頁

上
。
な

お
同
九
〇
頁
参

照
。
『
釈
氏
要
覧
』

の

「
日
種
氏
」

の
項

に
は
次

の
よ
う

に
あ
る
。

『
経
云
即
甘
蕪
王
不
レ
受
二胎
蔵

一

因
レ
日
表
開
剖
。

故
名
二
日
種

一
。
大
悲
経
云
、

姓
日
者
為
レ
離
二
諸
闇

一
。
而

作
二
光
明
一故
。

今
詳
二
二
経

一前
就
二本
縁

二後
約
二
功
徳
蕾
 
(大
正
、

五
四
巻

二
五
八
頁
中
)
『
仏
本
行
集
経
』
大
正
、

三
巻

六
七

二
頁
上
以
下
参
照
。

6
 
S
r
o
u
c
h
e
m
e
.
 
4
2
3
 

(
P
a
l
e
 
T
e
r
c
h
 
p
.
 
7
4
)
.
 

『
出
家
経
』

の
大
半

は
四
分
律

と
く
に

『
有
部
毘
奈

耶
破
僧
事
』
巻
四
(大
正
、

二
四
巻

一
一
八
頁
中

以
下
)

ア

ス
ラ

か
ら

ビ

ル

シ
ャ

ナ
仏

へ
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密

教

文

化

所
出

の
も

の
と

一
致
す
る
。
a
d
m
i
e
n
e
 
b
a
n
m
l
e
c
e
 

に
つ
い
て
は
同
じ

S
n
.
 
5
4
,

5
4
0
,
 
9
1
5
 
e
t
c
.
 
参

照
。

7
、
V
i
n
c
h
m
e
c
.
 
v
o
l
 
I
V
.
 
中

野
義

照
博

士
訳
『
プ
ラ
ー

ナ

概
説
』
(「
密

教
文
化
」
第
四
〇
号
、
四
〇
頁
)参

照
。
H
.
P
.
 
B
l
e
y
:
 
T
h
e
 
S
e
t

D
o
m
e
 
c
h
e
.
 
t
h
e
,
 
1
9
1
7
.
 
v
o
l
 
I
.
 
p
.
 
3
8
8
.

8
 
D
i
g
a
 
r
o
u
.
 
I
I
,
 
P
.
 
2
8
7
.

9
 
大
正
、

一
巻

二
四
六
頁
中
。

『
仏
説
解
夏
経

』
大
正
、

一
巻
八
六
二
頁

上

参
照
。

10
 

ビ

ル
シ
ャ
ナ
仏
が
釈
尊

の
神
格
化

で
あ
る
と
い
う

の
は
、

一
往

歴
史
事
実

的
な
視
点

に
立

つ
て

の
見
方

で
あ
る

こ
と
を
断

つ
て
お
き
た

い
。
古
来
、

日

本
密
教

で
は
大

日
と
釈
尊

と
が
同
体

で
あ
る
か
異
体

で
あ
る
か
と

い
う
論
議

が
激
し
く
な
さ
れ
て
き
た
。
だ

い
た

い
台
密
は
同
体
説
、
東
密
は
異
体
説
を

と

つ
て
い
る
。
空
海

・
覚
鎭

の
撰
述

に
は
異

体
説

の
理
由
が
示
さ
れ
て
お
り

加
藤

・
森

田

・
高
神
 
(『
密
教

概
論
』
一
二
九
-
一

三
四
頁
)
 
な
ど

の
諸
先

賢

の
研

究
が
あ
る
。
大
釈

同
異

の
問
題
は
、
む
し
ろ
密
教

の
信
仰
根
拠

に
関

す
る
も

の
で
、
宗
教
哲
学
的
研
究
を
要
す
る
も

の
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

こ

れ
に

つ
い
て
は
他
日
稿
を
改
め
た
い
。

三

大
乗

経
典

作
者

達

が
、
仏

教

信
仰

の
母

胎

の
う

ち

に
 
S
i
n
e
 
r
o
u
e

A
d
d
t
i
o
n
 
r
o
u
c
h
 

の
古

伝

承

と
 
V
a
r
h
c
e
m
 の
観

念

と

を

融

合

し

た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

右
に
お
い
て

ほ
ぼ
明
ら
か

に
な
つ
た
。

次
に
、

そ
れ
で
は
太
陽
神
の
信
仰
形
態
で
あ
る
 
V
a
r
h
c
e
m
i
 

の
神
格
が
純
然

た
る
仏
教
の
思
想
的
伝
統
の
な
か
か
ら
芽
ば
え
出
て
き
た
の
で
あ
ろ
う

か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
ビ
ル
シ
ャ
ナ

仏
の
信
仰
は
初
期

・
部
派
の
仏
教
経
典
に
ま
だ
現
わ
れ
て
い
な
い
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
大
乗
経
典
に
あ
つ
て
も
三
世
紀
を
遡
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
る
。
そ
て
で

『
華
厳
経
』

以
前
の
 
V
e
r
c
h
e
i
n
e
 

の
ソ
ー

ス
は
、
こ
れ
を
仏
教
以
外
の
典
籍

に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。そ
の
場
合
、
ま
ず
、
わ
れ
わ
れ
の
注
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

に
、
大
叙
事
詩

『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』
に
現
わ
れ
る
 
V
e
r
c
h
i
n
e
 

の
信

仰
が
あ
る
、
と
思
う
。

『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』
は
あ
る

一
時
代
に
制
作

さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
西
紀
元
を
中
心
に
前
後
約
二
世
紀
 
(
四
〇
〇

年
間
)
に
わ
た
つ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
現
在
ま

で
に
到
達
し
え
た
学
界
の
結
論
で
あ
る
の
で
、

一
往
こ
れ
に
し
た
が
う

こ
と
に
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の

『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』

に
お
い
て
は
、
す
で
に

V
e
r
c
h
i
n
e
 

ま
た
は
 
V
e
r
h
e
n
 
に
関
し
て
全
く
異
系
統
の
二
つ
の
神

(
1
)

話
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
第

一
は
 
V
i
e
h
e
n
e
 

を
太
陽
神
 (
S
c
n
e
.

(
2
)

A
t
t
e
n
d
)
 

と
同
格
の
神
と
し
て
取
扱

つ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
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に
著

名

な

「
ヴ

ィ

シ

ュ
ヌ
神

の

一
千

名

」

(
S
c
h
i
n
e
c
h
o
u
h
)
 
の

う

ち

(
3
)

に
 
V
e
r
c
h
i
n
 

が
数
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

太
陽
神
と

し

て
の

(
4
)

V
e
r
c
h
i
n
e
 

を
と
く
に
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
と
呼
ん
で
い
る
場
合
が
あ
る
。

ヴ

ィ
シ

ュ
ヌ
神
を
 
V
e
r
n
e
 と
称
す
る
ゆ
え
ん
に
つ
い
て
は
、
ヴ

ィ

シ
ュ
ヌ
神
は
ア
リ
ア
ン
民
族
の
イ
ン
ド
侵
入
後
に
奉

ぜ
ら
れ
た
神
で
あ

る
こ
と
、
最
古
代
に
お
い
て
こ
の
神
が
太
陽
神
の
神
格
を
も

つ
て
い
た

事
実
を
想
起
す
れ
ば
十
分
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で

『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』

か
ら
華
厳

へ
の
直
接
的
影
響
と
い
う
こ
と
は
、
大
乗
仏
教
お
よ
び
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
の
権
化
 
(
権
現
 
a
r
c
h
i
n
e
)
 
思

想
の
発
生
起
源
が
現
学
界
で

ま
だ
未
解
決
で
あ
る
今
日
、

直
ち

に
そ
れ
を

断
定
で
き
な

い
に
し
て

も
、
華
厳
経
作
者
の

「如
来
名
号
品
」
に
お
け
る
如
来
の

一
万
名
と
お

よ
び
釈
尊
を
ビ
ル
シ
ャ
ナ
仏
と
し
て
理
念
化
し
た
こ
と
と
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
な
発
想
様
式
が
、

こ
の
『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』
に
存
す
る
で
あ
ろ
う
と

い
う
こ
と
が
ほ
ぼ
う
な
ず
か
れ
る
の
で
あ
る
。
第
二
に
『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ

タ
』
で
は
 
V
e
r
c
h
e
 
を
 
A
c
h
i
n
e
 

あ

意
味
に
用
い
る
例
を
三
十
二
回

程
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
A
s
h
e
n
t
 

は
仏
教
で
は

「阿
修
羅
」
な
ど

の
漢
字
訳
が
あ
て
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
戦
斗
的
な

一
種
の
鬼
神
で
あ
り
、

密
教
で
胎
蔵
曼
奈
羅
の
外
金
剛
部
院
に
配
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。
ま
た
 
A
r
h
c
n
e
 

と
し
て
の
 
V
e
r
c
h
i
n
e
 

お
よ
び
 
A
e
r
h
e
n の

子
の
 
V
e
c
h
e
n
 は
ス
レ
ー
シ
ャ
 (
S
c
h
e
n
)
 
す

な
わ
ち
神

々
の

王
た
る
イ
ン
ド
ラ
 (
I
n
e
d
 
帝
釈
天
)
 の
敵
対
者
と
し
て

『
マ
ハ
ー
バ

ー
ラ
タ
』
に
は
七
回
程
登
場
す
る
。

」
。
A
s
t
n
i
n
 

の
頭
音
の
a
を

落
し
た

S
u
r
e
 
(
漢
訳
語

「非
天
」
)
 が
 
A
r
h
e
n
 

と
対
立
す
る
存
在
を
表
わ
す

語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
の
も

『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』
に

お
い
て
で
あ
り
、
そ
し
て
、
こ
れ
は
後
代
の
プ
ラ
ー
ナ
文
学
で
は
通
例

の
用
法

に
な
つ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で

『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』
に
お
け
る
第

一
と
第
二
と
の
矛
盾

関
係
す
な
わ
ち
 
V
e
r
c
h
e
 
が
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
を
指
す
呼
称
で
あ
り
な

が
ら
、
他
方
に
お
い
て
神
々
ま
た
は
神
々
の
王
た
る
イ
ン
ド
ラ
の
敵

で

あ
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
ら
よ

い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
た

め
に
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
 
A
s
o
n
t
 

の
神
格
内
容
を
究
明
し
て
み
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
結
局
、
V
c
h
e
n
e
,

V
a
e
b
n
e
 の
起
源
を
追
求
す
る
重
要
な
手
懸
り
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。

1
9
4
0
.
 
A
s
u
r
a
,
 
V
i
r
v
a
n
a

の
二
項
目
参

照
。

ア

ス
ラ

か

ら

ビ

ル
シ

ャ

ナ
仏

へ
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密

教

文

化

2
、
M
B
h
.
 
I
I
I
,
 
1
9
3
.

3
、
i
b
i
d
.
 
X
I
I
I
,
 
1
4
9
,
 
6
9
5
0
-
7
0
5
6
.

4
、
i
b
i
d
.
 
X
I
,
 
2
0
2
5
-
D
o
5
.

四

『
マ

ハ
ー

バ
ー

ラ

タ

』

に
お

け

る
第

二

の
場

合

、

す

な

わ

ち
 
V
i
r
o
-

c
a
r
a
,
 
V
i
e
n
 と
 
A
s
t
n
i
n
 

と

の
結

合

に

つ
い

て

は
、

仏

教

諸

経

典

に
お

い
て

も

こ
れ

を

認

め

る

こ
と

が

で

き

る

。
た

と

え

ば

『
雑

阿

含

(
1
)

経
』

に
は

「
靱
盧
闇
那
阿
修
羅
子
婆
稚
」
と
あ
る
。
ま
た
、
初
期
仏
典

の
累
層
的
発
展
形
態
を
示
す
密
典
の

一
つ
の

『
仏
母
大
孔
雀
明
王
経
』

(
2
)
 

(
3
)

に
は

「微
盧
者
那
薬
叉
」
と
あ
り
、
同
経
梵
本
で
は
 
V
e
r
i
n
e
 
の
異

名

を
 
V
a
k
a
 
(
夜

叉

)
 と

し

て

い

る
。
『
大
会

経

』

(
M
a
d
h
i
n
e

(
4
)

u
t
t
a
 
大
三
摩
惹
経
)
 に
は
 
V
e
i
n
e
 (
=
s
k
t
.
 
v
e
h
e
)
が

A
s
t
o
n
e
 

の
別
名
 
R
a
n
e
 と
し
て
、
森
の
法
会
 
(
D
c
h
i
n
e
m
e
)

に
お
い
て
釈
尊
を
讃
歎
す
る
や
ち
よ
ろ
ず
の
神
々
の
ひ
と
り
と
し
て
登

場
す
る
。

(
5
)

神
と
ア
ス
ラ
と
の
対
立
抗
争
は

『
大
智
度
論
』
を
は
じ
め
と
し
て
多

く
の
仏
教
聖
典

に
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
仏
教
的
内
容
が
加
味
附
託
さ
れ

て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
比
較
的
最
古
の
文
献
は
漢
訳

『
雑
阿
含

経

』

に
相

当

す

る

『
サ

ン

ユ

ッ
タ

・
ニ
カ

ー

ヤ
』

の

「
有

偶

篇

」

に
収

(
6
)

め

る
神

と

ア

ス
ラ

と

の
戦

い

に
ま

つ
わ

る
物

語

で
あ

ろ
う

。

そ

の
う

ち

の

『
サ

ッ
カ

・
サ

ン

ユ

ッ
タ

』
(
S
c
h
i
n
e
k
m
e
 帝

釈

相

応

)
 に
は

「
遠

き

世

に
神

と

ア

ス
ラ
と

の
戦

い

が
あ

つ
た

」

こ
と

を

く

り

か

え

し

の

べ
て

い

る

。

な

か

ん

ず

く
、

「
ヴ

ェ
ー

ロ
ー

チ

ャ
ナ

・
ア

ス

ラ
王

」

(
7
)

(
V
e
r
n
c
m
e
)
 
の

二
章

は

イ

ン
ド

ラ
神

と

ヴ

ェ
ー

ロ
ー

チ

ャ

ナ

・
ア

ス

ラ

王
 
(
V
r
e
c
h
n
e
 
A
c
h
e
n
)
 
と

が

世

尊

仏

陀

の
も

と

に

や

つ

て
き

て
、

こ
も

ご
も

に
仏

教

に
関

し

て
同

じ
意

見

を

開

陳

す

る
。

そ

の
構

想

は
『
ブ

ラ

ー

フ

マ
ナ

』
(
梵

書
 
B
r
o
u
c
h
e
)
 
の
所

説

、

す

な

わ

ち

生

主
 
(
P
c
h
e
n
m)
 の

と

こ

ろ

で

イ

ン
ド

ラ
神

と

ア

ス

ラ
と

が

バ

ラ

モ

ン
祭

式

に
関

す

る

知

識

を
相

争
う

話

と
全

同

で
あ

る
。

た

だ

仏

教

以

前

に
成

立

し

た

ブ

ラ
ー

フ

マ
ナ
神

話

で

は

常

に

イ

ン
ド

ラ
神

の
勝

利

に
終

る

の

で
あ

る

が

『
サ

ッ
カ

・
サ

ン

ユ
ッ
タ
』

で

は

最
初

に

ア

ス
ラ

が

諸

神

を

攻

撃

し

た

と

こ
ろ

、

ア

ス

ラ
は

一
敗

地

に

ま

み

れ

て

イ

ン
ド

ラ
神

の
下

に
捕

虜

と

し

て

引

立

て

ら

れ

て

く

る

と

い
う

筋

書

き

で
あ

り

、

さ

き

の
世

尊

の
下

に
お

け

る

イ

ン
ド

ラ
神

と

ア

ス

ラ
と

の

問
容

に

入

る
前

の

「
鳥

の
巣

」

(
K
c
h
e
n
e
)
 の
章

で
は

ア

ス

ラ
が

勝

つ
て
諸

神

は
破

れ

、

神

々
は

北

方

に
向

つ

て
逃

げ

の

び
た

が
、

ア

ス
ラ

は

さ
ら

に

こ
れ

に
対

し

て
追

撃

の
手

を

ゆ

る

め

な

か

つ
た

。

し

か

し

、

そ

の
結

-16-



末
に
お
い
て
世
尊
は
「
比
丘
ら
よ
」
と
呼
び
か
け
て

「
イ
ン
ド
ラ
神
は
真

理
 
(
d
c
e
n
h
i
)
 

に
よ
る
勝
利
が
あ

つ
た
」
と
結
ん
で
い
る
。

一
般
に
ア
ス
ラ
が
ひ
と
た
び
は
勝
利
を
え
た
点
に
つ
い
て
ヒ
ン
ド
ゥ

ー
教
神
話

は
次
の
よ
う
に
語
り
伝
え
て
い
る
。
往
昔
に
お
い
て
、
イ
ン

ド
ラ
神
と
ア
ス
ラ
と
の
烈
し
い
戦
い
が
あ

つ
て
、
最
初
は
イ

ン
ド
ラ
神

が
勝
利
を
え
た
が
、
後
に
こ
の
神
の
勢
力
が
失
墜
し
た
た
め
ア
ス
ラ
が

勝
つ
た
。

そ
こ
で
神
々
の
懇
請
を
受
け
た
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
が
ア
ス
ラ
を

征
服
し
た

の
で
あ
る
、
と
。

こ
の
典
型
的
な
説
話
文
学
は

『
ヴ
ィ
シ
ュ

(
8
)

ヌ

・
プ

ラ

ー
ナ

』

に
存

す

る
。

こ
う

し

た

ヴ

ィ

シ

ュ
ヌ
神

の
復
讐

話

は

も

ち

ろ
ん

『
サ

ン

ユ

ッ
タ

・
ニ
カ

ー

ヤ
』

に
は

認

め

ら

れ

な

い
が
、

こ

の
原

始

仏

典

よ
り

も

つ
と

別

の
伝

承

事

実

を

示

し

て

い

る

の

で
は

な

い

か

と

思

わ

れ

る

も

の

に

『
ア

タ

ル
ヴ

ァ

・
ヴ

ェ
ー

ダ

聖

典

』

(
A
r
h
e
-

v
a
r
n
e
)
 
に
属

す

る

ペ

ル
シ

ャ
語
訳

『
シ

ャ
ヴ

ァ

ン
ク

・
ウ
プ

ネ

カ

ッ

(
9
)

ト
』

(
O
c
h
n
e
m
 
y
o
h
e
n
m
e
 
h
e
b
d
o
e
y
 
c
h
o
u
h
e

)
 が

あ
る
。

こ
れ
は
シ
ャ
ウ
ナ
カ
聖
仙
所

伝
の
ウ

パ
ニ
シ
ャ

ッ
ド
と

い
わ

れ
、

そ
の
な
か
に
神
々
と

ア
ス
ラ
と
の
戦
斗
物
語
が
の

べ
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
イ
ン
ド
ラ
神
が
こ
の
戦
争
に
参
加
し
な
か
つ
た
間
は
神

々
は
ア

ス
ラ
に
負
け
て
い
た
が
、
イ
ン
ド
ラ
神
が
あ
ら
わ
れ
て
悪
魔
を

征
定
し
え
た
、
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
諸
文
献
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
こ
と
は
、
か
つ
て
ア
ス
ラ
が

神

々
と
戦
つ
た
と
き
に
、
ひ
と
た
び
は
勝
利
を
え
た
こ
と
が
あ
る
と
い

う
事
実
で
あ
る
。
そ
の
歴
史
背
景
的
意
義
の
解
明
は
、
し
ば
ら
く
留
保

し
て
お
き
た
い
。

『
サ
ン
ユ
ッ
タ

・
ニ
カ
ー
ヤ
』
に
お
け
る
イ
ン
ド
ラ
神
と
ア
ス
ラ
と

の
戦
斗
物
語
と
関
連
の
あ
る
神
話
的
哲
学
説
を

『
チ
ャ
ー
ン
ド
ー
ギ
ヤ

(
1
0
)

・
ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド
』

(
C
h
i
e
n
m
e
 
y
o
u
h
e
 
m
o
h
e

)
 
に

認

め

る

こ

と

が

で
き

る
。

こ

の

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド

は
仏

陀

以

前

に
成

立
し

た

も

の

で
古

期

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド
群

に
所

属

せ

し

め

ら

れ

る
も

の

で
あ

る

が
、

そ

の

第

二
章

の

は

じ

め

に

「
生

主

の

子
孫

で

あ

る
神

々
と

ア

ス
ラ
た

ち
と

が

戦

つ
た

と

き

に
、

神

々
は

ウ
ド

ギ

ー

タ
 
(
高

唱

オ

ー

ム
)
 を

取

つ
た

」

(
d
e
c
i
n
e
 
y
o
u
h
e
n
 
m
o
h
e
m
 
h
c
y
e
n
 
s
h
e
o
h
e

t
a
h
e
n
 
y
o
u
h
e
m
 
m
c
h
h
e
 
o
u
h
e
c
)
 
と

語
つ
て
、
こ
の
戦
争
に
関

す
る
ブ
ラ
ー
フ

マ
ナ
的
所
伝
を
如
実
に
継
承
し
て
い
る
。
さ
ら
に
第
八

章
で
は
生
主
の
前
で
神

々
を
代
表
し
て
や
つ
て
き
た
イ
ン
ド
ラ
神
と
ア

ス
ラ
た
ち
の
代
表
者
で
あ
る
 
V
e
r
h
e
n
a
 

と
が
ア
ー
ト

マ
ン
論
争
を
戦

わ
す
。
V
e
h
n
e
m
 
は
眼
で
み
ら
れ
る
プ
ル
シ
ャ
 (
p
e
n
e
m
e
)
、

水
に
映

り
鏡
に
反
映
し
、

美
し
く
飾

つ
て
水
を
の

ぞ
く
と
そ

の
よ
う
に
映
し

出
さ
れ
る
も
の
、
そ
う
し
た
も
の
が
不
死
 
(
a
h
e
n
e
)
 
で

あ
り
、
無
畏

ア

ス
ラ

か

ら

ビ

ル

シ
ャ

ナ
仏

へ
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(
a
b
h
e
o
u
)
 
に

し
て
梵
 
(
B
r
o
u
c
h
)
 
で

あ
り
、
こ
れ
こ
そ
ア
ー
ト
マ

ン
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
の
べ
て
立
ち
去
る
。
詮
ず
る
と
こ
ろ
、
そ
う
し

た
ア
ー
ト

マ
ン
の
本
質
は
身
体
我
で
あ
る
と
す
る
見
解
は
下
劣
な
も
の

と
し
て
退
け
ら
れ
て
、
真
の
ア
ー
ト

マ
ン
は
純
粋
に
精
神
的
な
も
の
で

あ
る
と
主
張
す
る
イ
ン
ド

ラ
神
の
側
に
勝
利
の
判
定
が
下

る
。

こ
の

V
c
i
y
h
e
n
 

が
反
正
統
バ
ラ
モ
ン
的
勢
力
を
代
表
し
て
い
る
こ
と
は
同

(
1
1
)

じ

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド

に

「
そ

れ

ゆ

え

、
今

で
も

布

施
 
(
d
a
n
e
m

)
 を

な

さ

ず

信
仰

を

も

つ
こ
と
 

(
s
t
h
e
m
e
y
o
u)
 
な

く

、

祭

り

を

な

す

こ
と

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

(
y
i
e
n
e
d
)
 
な
き
も
の
を
、
ひ
と
び
と
は
ま
さ
に
鬼
神
の
よ
う
な
人

(
a
t
i
e
n
e

)
 と
い
う
」
と
、
a
s
t
i
n
e
 

に
通
俗
的
語
源
解
釈
を
与
え
て
い
る

こ
と
に
よ
つ
て
察
知
さ
れ
よ
う
。
な
お
、
こ
れ
に
つ
い
て
イ
ン
ド
の
古

代
文
献

で
唯
物
論
者
 
(
C
h
e
y
o
u
)
 を
呼
ぶ
の
に
 
A
r
h
e
n
m
 

(
と
き
と
し
(
1
2
)

て
 
R
o
u
c
h
 
Y
o
u
h
e
)
 
の

呼
称

を

用

い

る

こ

と
、

し

ば

し

ば

で
あ

る

こ
と

を

想

起

し

た

い

、

と

思

う

。

1
、
大
正
、
二
巻

二
九
六
頁
中

。

『
別
訳
雑
阿
含
』

(
大
正
、

四
巻
三
九
〇
頁

上
)
 に
は

「
抜
利
婆
婁
支
 
(
V
e
h
c
h
e
n
m
e

)」

と
あ

る
。

2
、
大
正
、

一
九
巻
四
二
四
頁
中
。

3
、
M
e
r
h
c
e
n
m
 
5
2
.

4
、
D
o
u
e
h
e
 
y
o
u
h
e
 
h
i
h
e
n
e
 
I
I
,
 
P
.
 
2
5
9

大
正

一
巻
七
九
頁
中
、
同
二
五
八
頁

上
。

5
、
国
訳

「
釈
経
論
部
」

一
、
三
七
四
頁

以
下
。

6
、
S
a
y
h
c
 
y
i
e
e
 
y
o
c
n
 
I
,
 
P
P
.
 
2
2
0
-
2
2
8

7
、
o
p
.
 
o
i
t
.
 
p
p
.
2
2
5
-
2
2
6
.
 

大
正
、

二
巻
二
九
六
頁
中
。

8
、
V
i
n
e
n
m
e
h
.
 
v
o
l
 
I
I
I
.

9
、
O
p
p
u
t
i
n
u
t
i
 
c
h
k
e
a

.
 『
ウ
パ
ニ
シ
ャ

ッ
ト
全
書
』
七
、
四
〇

一
-
四

〇
八
頁
参
照
。

10
、
A
u
h
e
 
S
.
S
.
,
 
P
.
 
1
9
3
 
f
f
.
 
V
I
I
,
 
7
.
1
 
f
f

.

11
、
A
.
 
S
.
S
.
,
 
P
.
 
1
9
6
,
 
C
h
i
m
e
s
e
 
V
I
I
,
 
8
.
5
.

12
、
佐
藤
普
周

氏
、
高
野

山
大
学
修
士
論
文

『
イ

ソ
ド
唯
物

思
想

の
研
究
』

(

未
刊
)
 に
よ
る
。五

潮

つ
て
初

期

の
『
ブ

ラ

ー

フ

マ
ナ
』
に
は

神

々
も

ア

ス

ラ
も

ひ
と

し

く

生

主

の

子
孫

で
あ

る
と

説

か

れ

、

神

々
と

ア

ス

ラ
と

の
斗

争

神

話

を

数

え

き

れ

な

い

ほ

ど

く
り

か
え

し

伝

え

て

い

る
。

そ

の
際

の
勝

敗

は
す

べ

て

バ
ラ

モ

ン
祭

式

に
関

す

る

知
識

の

有
無

・
優

劣

に

よ

つ
て

さ

だ
ま

る

も

の

で
あ

る

。

『
ア
ダ

ル
ヴ

ァ

・
ヴ

ェ
ー
ダ

聖
典

』

に

は
具

体

的

な
斗

争
物

語

は

な

い
が

、
す

で

に
神

と

ア

ス
ラ

と

が
対

坑

的

に

取

り
あ

つ
か

わ

れ

て

い
る

。
た

と

え

ば

、

最

高
者

の
牡

牛

は

ア

ス
ラ
達

・
祖

霊

・
聖

(
1
)

(
2
)

仙

と

な

る

の
で
あ

り
、

神

と

ア

ス
ラ

と

の

対

立

観
念

が
あ

ら

わ

れ
、

神
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(
3
)

(
4
)

と
ア
ス
ラ
と
い
う
語
、
さ
ら
に
は
イ
ン
ド
ラ
と
ア
ス
ラ
と
い
う
表
現
を

認
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
は
神
と
ア
ス
ラ
と
の
勝
敗

・
優
劣

に
つ
い
て
は
何
ら
語
ら
れ
て
い
な
い
。

『
リ
グ

・
ヴ

ェ
ー
ダ
聖

典
』
で
は
ア
ス
ラ
は
俗
悪
低
級
な
鬼
神
と
せ
ら
れ
ず
、
最
高
神
で
あ
る

天
空
神
 
(
V
a
r
h
d
)
、
蒼
空
神
 
(
D
a
n
y
o
n
)
、

荒
神
 
(
R
o
u
h
e
)
 

な
ど
の

天
空
に
関
す
る
神
を
あ
ら
わ
す
。
と
く
に
ア
ス
ラ
を
代
表
す
る
も
の
は

太
陽
の
如
く
輝
き
雷
莚
を
駆
使
す
る
荒
神
ル
ド
ラ
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
は
イ
ン
ド
神
話
学
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
ア
ス
ラ
が

も
と
は

古
代

ペ
ル
シ
ャ
の
『
ゼ
ン
ド
・
ア
ヴ
ェ
ス
タ

聖
典

』

(
Z
e
n
d
-

A
v
e
s
n
t
)
 
に

み
え
る
光
と
し
て
表
徴
さ
れ
る

「
ア
ウ
ラ

・
マ
ズ
ダ
」

(
A
r
h
e
n
 
M
e
d
n
e

)
 
に
由
来
す
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
何
ら
か
の
内
容

的
関
連
を
も

つ
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
後
に
神
々
の
代
表
者
と
な
り
ア

ス
ラ
と
対

立
す
る
イ
ン
ド
ラ
は

古
代
ペ

ル
シ
ャ
で
は

悪
魔
で
あ
つ
た

が
、
イ
ン
ド
.
ア
リ
ア
ン
民
族
の
戦
士
達
の
間
で
は
軍
神
と
し
て
戦
陣

を
守
護
す
る
も
の

(
後
代
の
秘
密
仏
教
で
も
帝
釈
天
の
図
像
を
甲
冑
で

武
装
し
た
軍
神
と
す
る
)
と
な
り
、
さ
ら
に
転
じ
て
雨
の
恵
み
を
も
た

ら
す
雷
鍵
神
と
な
り
、
仏
教
に
取
入
れ
ら
れ
て
仏
法
守
護
の
善
神
と
な

つ
た
も
の
で
あ
る
。

歴
史
的
に
み
る
と
、
神
と
ア
ス
ラ
と
の
斗
争
神
話
は
悠
遠
の
過
去
に

お
い
て
は
、
お
そ
ら
く
イ
ン
ド

・
ア
リ
ア
ン
民
族
と
土
着
原
住
民
族
と

の
戦
斗
の
史
実
を
反
映
し
て
い
る
も
の
で
あ

ろ
う
し
、
階
級
社
会
の
固

定
し
た
時
代
に
は
正
統

バ
ラ
モ
ン
と
反

バ
ラ

モ
ン
と
の
二
大
勢
力
の
対

立
葛
藤
が
こ
う
し
た
神
話
に
託
さ
れ
て
語
ら
れ
て
き
た
も
の
と
も
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
、
さ
き
に
み
た
よ
う
に
土
着
庶

民
の
究
術
的
信
仰
の
宝
庫
と
い
わ
れ
る

『
ア
タ
ル
ヴ
ァ
・
ヴ

ェ
ー
ダ
聖

典
』
に
神
と
ア
ス
ラ
と
の
対
立
観
念
が
は
じ
め

て
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、

わ
れ
わ
れ
に
深
い
興
味
を
喚
び
起
す
も
の
で
あ
る
。

も
し
も
 
A
c
h
e
n
m
 
y
o
e
n
d
 
o
u
h
e
n
 

と
す
れ
ば
、

中
古

に
お
い
て

A
s
t
o
n
 
の
代
表
者
に
 
V
i
e
r
h
n
a
 

が
あ
り
、

と
く
に
俗
語
系
の
パ
ー

リ
語
で
綴
ら
れ
た
原
始
仏
典

『
サ
ン
ユ
ッ
タ

・
ニ
ヵ
ー
ヤ
』
の
な
か
に

V
e
r
c
h
i
n
e
 
a
h
s
n
e
 

の
語
が
見
出
さ
れ
る

こ
と
は
、
い
つ
そ
う
注
意

し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

『
ア
タ
ル
ヴ

ァ
・
ヴ

ェ
ー
ダ
聖
典
』
に

は
ま
だ
 
V
i
r
h
e
n
 
の
名
が
出
て
こ
な
い
。

し
た
が
つ
て
 
V
e
r
h
c
n
e

の
起
源
に
つ
い
て
、
目
下
の
と
こ
ろ
、
こ
れ

以
上
に
立
入

つ
て
追
求
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

1
、
A
t
h
e
n
d
.
 
1
0
,
 
1
0
,
 
2
6
.

2
、
o
p
.
 
6
,
 
1
0
0
,
 
3
.

3
、
o
p
.
 
6
,
 
1
0
9
,
 
3
.

ア

ス
ラ

か

ら

ビ

ル
シ
ャ

ナ
仏

へ
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4
、
o
p
.
 
2
,
 
2
7
,
 
3
-
4
.

六

右
に
み
た
よ
う
に
 
A
c
h
e
n
,
 
A
i
e
m
,
 
V
r
e
n
a
,

ビ
ル
シ
ャ
ナ
仏
に
は
光
の
信
仰
、
太
陽
崇
拝
が

一
貫
し
て
底
流
を
な
し

て
い
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
、
最
古
代
に
お
け
る
そ

の
信
仰
形
態
と
発
展
的
な
相
互
連
関
性
と
に
つ
い
て
は
は
な
は
だ
不
明

確
で
あ

つ
て
、
よ
り
詳
細
に
実
証
し
え
な
い
。
そ
れ
で
、
こ
れ
に
関
し

て
他
の
学
説
を
参
考
ま
で
に
か
え
り
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

最
古
代
の
イ
ン
ド
の
太
陽
崇
拝
に
つ
い
て
、
堀

一
郎
博
士
は
次
の
よ

う
に
の

べ
て
い
る
。

『
印
度
に
就
て
は
オ
シ
リ
ス
や
タ

ム
ム
ッ
ズ
の
初
期
の

段
階
は
な

(
1
)

く
、
最
初
の
王
が
既
に

「太
陽
の
子
」

で
あ

つ
た
。
』
そ
し
て
、

ま
た

『
古
代
文
化
に
於
け
る

「
日
の
御
子
」
は
そ
の
後
暫
ら
く
し
て
文
化
の

或
る
種

の
変
型
を
受
け
る
。
即
ち
太
陽
神
が
消
滅
し
て
戦
の
神
が
之
に

取

つ
て
代
る
。
こ
の
主
神
の
推
移
は

「
古
代
文
明
」
が
後
に
至
つ
て
、

(
2
)

よ
り

好

戦

的

な

行

為

を

採

用

し

た

事

実

を

反
映

す

る

も

の

で
あ

る
』

と

い
う

。

こ

の
後

の
説

は
イ

ン

ド

の
場

合

に
典

型

的

に
あ

て

は
ま

る

。

そ

こ

で
、
さ

き

の

『
チ

ャ
ー

ン
ド

ー

ギ

ヤ

・
ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド
』

に
お

け

る

A
s
t
i
n
e
 

の
代
表
者
と
し
て
の
 
V
r
e
h
c
n
e
、

『
サ
ン
ユ
ッ
タ

・
ニ
カ
ー

ヤ
』
に
お
け
る
 
V
i
r
i
n
e
-
A
s
i
n
e
 

に
つ
い
て
み
る
と
、
A
s
t
r
n
i
 

そ

れ
自
体
が
本
来
太
陽
信
仰
と
何
ら
か
の
関
係
を
有
し
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
、
と
い
う
疑
問
を
ま
す
ま
す
起
さ
せ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、非
常
に

重
要
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
は
ペ
リ
ー
(
W
.
J
.
 
P
e
r
c
h
e
)
の

学
説
で
あ

(
3
)

る
と

思

わ
れ

る
。
そ

れ

に

よ

る

と

、

イ

ン
ド

・
ア

リ

ア

ン
民

族

が
文

明

を

き

ず

く

以
前

に
ア

ス

ラ
族

(
A
s
t
n
i
n
e
)
と

ド

ラ
ヴ

ィ
ダ

族

(
D
i
r
h
e
n
e
)

と

が
あ

つ
て
古

代

文

明

を

栄

え

さ

せ

て

い
た

の

で
あ

つ
て
、

ア

ス

ラ
族

の
首

長

は

「
日

の
御

子

」

で
あ

る

こ
と

、

ま

た

現

在

北

イ

ン

ド

の

ナ

ー

ガ

族
 
(
N
a
h
e
n
)
 

は

こ

の
古

代

ア

ス

ラ
族

の
特

徴

を

よ

く

保

存

し

て

い

(
4
)
る
、

と

い
う

。
堀

博

士

は

こ

れ

を

受
継

い

で
、
さ

ら

に

『
印

度

の

ア

ス
ー

ラ

は
太

陽

神

で
あ

り

、

其

れ

は

ド

ラ
ヴ

ィ
ダ

族

の
影

響

の
下

に
於

て
遙

か

後
代

ま

で
持

続

し
、

コ
ー

タ

ナ
ジ

プ

ー

ル
の

ム

ン
ダ

族

、

ゴ

ン
ダ

族

コ

ン
ダ

族

の
如

き

は
、

今

も

日
神

を

主

要

神

乃

至

大

神

と

し

て
崇

拝

し

て

い

る

』
と

の

べ
て

い

る
。

こ
れ

ら

に
よ

る
限

り

、

古

代

に
存

在

し

た

原

住

ア

ス
ラ
族

は
太

陽

神
 
A
s
t
i
n
 を

杞

つ
て

い
た

こ
と

に
な

り

、

し

た

が

つ
て
後

に
 
A
s
t
i
n
 
と
 
V
e
r
h
c
e
 と

が
結

合

さ
れ

、

さ

ら

に
そ

の
後

分

裂

し

て

ヒ

ン

ド

ゥ

ー
教

お

よ

び

大

乗

仏

教

に
お

い

て

こ

の
古

代

的

信

仰

が

ヒ

ン

ド

ゥ

ー
教

的

も

し

く

は
仏

教

的

形

態

を

と

つ

て
復

活

し
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た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』
に
お
い
て
す
で
に
み

た
 
V
i
e
c
h
i
n
,
 
V
a
r
c
h
i
n
 

の
二
重
性
格
も
、

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
淵
源

が
西
紀
前

二
世
紀
頃
の
土
着
原
住
の
民
間
宗
教
を
反
映
し
て
い
る
事
実

を
も
つ
て
す
れ
ば
、
氷
解
す
る
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
 
V
i
e
c
h
i
n

V
i
e
c
h
i
n
 
の
存
在
を
神
々
に
敵
対
反

抗
す
る
も

の
と

み
る
の
は
、

イ
ン
ド

・
ア
リ
ア
ン
系
、
正
統
バ
ラ
モ
ン
の
宗
教
的
伝
統
の
流
れ
を
語

る
も
の
で
あ
り
、
他
方
に
お
い
て
 
V
i
e
c
h
i
n
 

を
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
の
別

名
と
す
る
の
は
非
ア
リ
ア
ン
系
原
住
民
の
太
陽
神
信
仰
の
再
生
産
で
あ

る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
原
始
仏
教
に
現
わ
れ
る

」
養
茎

は

一
般

的
に
い
つ
て
当
時
民
間
に
信
仰
さ
れ
て
い
た
低
級
な
神
の

二
つ
で
あ
る

(
5
)

と
い
わ
れ

る
が
、
こ
れ
も

三
方
的
な
ア
リ
ア
ン
的
、

バ
ラ
モ
ン
系
の
伝

承
を
伝
え

る
も
の
と
し
て
、
な
お
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
よ
う
で

あ
る
。

ヴ
ィ
シ

ュ
ヌ
神
の
ア
ス
ラ
征
服
物
語
は
、
お
そ
ら
く
グ
プ
タ
王
朝
時

代
に
現
存
型
を
え
た
と
思
わ
れ
る

『
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ

・
プ
ラ
ー
ナ
』
に
そ

の
範
例
が
存
す
る
。

『
む
か
し
、
神
の
代
に
、
神
と
ア
ス
ラ
と
の
戦
い
が
あ

つ
た
。
再
生

者
よ
。

そ
の
と
き
、
神
々
は
フ
ラ
ー
ダ
(
H
r
n
e
d
)
の

教
令
で
悪
魔
 
(
D
a
i
h
r

(
6
)

=
A
s
i
r
n
)
 
に

打
負
か
さ
れ
た
の
で
あ

つ
た

』

『
打
負
か
さ
れ
た

[神
々
」
は
乳
海
の
北

の
海
の
ほ
と
り
に
行
き
、

そ
う
し
て
、
苦
行
し
て
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
を
讃
美
す
る
た
め
に
、
そ

(
7
)

の

と

き
、

か

の
力

強
き

も

の
 (
s
h
e
b
e
)
 
に

話

し

か

け

た

』

さ

ら

に
、

こ

の
プ

ラ

ー

ナ

に

よ

る
と
、

悪

魔

で
あ

る

ア

ス
ラ
を

そ

そ

の
か
し
て
神
々
に
戦
い
を
い
ど
ん
だ
も
の
は
「
幻
影
に
よ

つ
て
欺
隔
す

る
者
」

(
M
e
d
n
i
n
e
)
 す
な
わ
ち
仏
陀
で
あ

る
。
ア
ス
ラ
は
ひ
と
た

び
は
神
々
を
打
破
る
こ
と
が
で
き
た
。

が
、
最
後
に
神

々
は
ヴ
イ
シ
ュ

ヌ
神
の
助
力
を
仰
い
で
ア
ス
ラ
を
征
伐
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の

「
幻
影

に
よ

つ
て
欺

隔

す

る
者

」

と

い
え

ど

も

ヴ

ィ

シ

ュ
ヌ
神

の
身

体
(
胎

内

)

か

ら

生

じ

た

も

の

に
す

ぎ

な

い

の
で

あ

り
、

そ

れ

を

ヴ

ィ

シ

ュ
ヌ
神

は

(
8
)

最
高
の
神
々
に
与
え
た
の
で
あ
つ
た
。
し
た
が
つ
て
、

こ
こ
で
は
仏
陀

の
存
在
は
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
の
分
身
的
な
顕
現

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
い
ま

問
題
に
な
る
こ
の

『
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
・
プ
ラ
ー
ナ
』
第
三
六草
の
破
仏
教

・

ジ
ャ
イ
ナ
教
の
部
分
は
西
南
イ
ン
ド
の
ナ
ル

マ
ダ
ー
河
畔
を
舞
台

に
し

て
お
り
、
仏
教
教
理
は
中
観
と
唯
識
と
が
破

せ
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
か

ら
、

秘
密
仏
教
成
立
以
前
に
属
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
に
し
て
も
現
在
の

『
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
・
プ
ラ
ー
ナ
』
は

西
紀
六
世
紀
ま
で
に
は
成
立
し
た
と
い
う
の
が
現
学
界
の
説

で
あ
る
か

ア

ス
ラ

か
ら

ビ

ル

シ
ャ

ナ
仏

へ
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密

教

文

化

ら
、
当
然
、
華
厳
系
の
ビ
ル
シ
ャ
ナ
仏
信
仰
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
時

代
を
背
景
に
し
て
い
る
と
み
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、『
ヴ

イ
シ
ュ
ヌ
・
プ
ラ
ー
ナ
』
が
ア
ス
ラ
の
背
後
に
神
々
の
敵
対
者
で
あ
る
仏

陀
を
認
め
て
い
る
こ
と
は
、

ア
ス
ラ
の
代
表
者
で
あ
る
 
V
e
r
n
d
,

V
e
r
h
c
e
n
 

な
る
ア
ス
ラ
の
王
 (
i
n
d
a
)
 

と
い
う
あ
の
古
代
文
献
に
み

え
る
伝
承
を
蘇
が
え
ら
せ
結
び
つ
け
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
い
の
で

あ
る
。

七
世
紀
中
葉
に
成
立
し
た
と
い
う

『
大
日
経
』
は
じ
め
そ
の
他
の
多

く
の
秘
密
経
典
に
お
い
て
は
ヴ
イ
シ
ュ
ヌ
神
が
ビ
ル
シ
ャ
ナ
仏
の

一
化

身
と
な

つ
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
説
き
か
た
と
は

正
反
対
で
あ
る
。

プ
ラ
ー
ナ
に
お
い
て
仏
陀
が
ア
ス
ラ
を
そ
そ
の
か
し
て
イ
ン
ド
ラ
に

戦
い
を
い
ど
み
、
神

々
を
打
破

つ
た
と
い
う
神
話
を
、
歴
史
的
現
実
と

し
て
受
取
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
仏
教
の
出
現
に
よ
る
バ
ラ
モ
ン
宗
教
の

後
退
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後

一
転
し
て
、
ヴ
イ
シ
ュ
ヌ
神

が
仏
陀

に
報
復
し
て
勝
利
を
え
た
と
い
う
こ
と
は
、
グ
プ
タ
王
朝
に
お

け
る
バ
ラ
モ
ン
教
の
国
教
化
に
も
と
つ
く
保
守
的
伝
統
的
な
正
統
バ
ラ

モ
ン
思
潮
の
復
興
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
解
ぜ
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え

に
、

一
方
、
仏
教
側
に
お
い
て
同
時
代
に
ビ
ル
シ
ャ
ナ
仏
信
仰
が
興
つ

て

華
厳

や

大

日

な

ど

の
大
乗

経

典

作

成

と

な

る

こ
と

も

決

し

て

偶

然

的

な

出
来

事

で
な

い
と

認

め

ざ

る

を

え

な

い
。

ち

な

み

に
 
E
d
i
n
e
t
o
n

B
u
i
l
d
 
s
c
h
n
e
m
e
 
D
i
c
.
,
 
に
は
 
v
a
r
i
n
e
n
a
 

の
仏

教

的

用

例
を

八
種

も

あ

げ

て

い

る

の

に
、
d
e
m
e
o
n
 
の
意

味

が
消

失

し

て

い

る

の
も

、

大

乗

で

ビ

ル

シ

ャ
ナ

の
仏

格
を

確

立

し
た

こ
と

と

関

連

し

て

注

目

し

て

よ

い

で
あ

ろ
う

。

1
、

『
日
本
仏
教
史
論
』

一
一
四
頁
。

2
、
前
掲
書

一
一
八
頁
。

3
、
W
.
J
.
 
T
h
e
 
o
f
 
s
u
n
.
 
1
9
2
5
.
 
X
,
 
P
P
.
 
1
3
2

-
4
.
 ま
だ
こ
の
書
を

み
る
機
会
を
え
な

い
で
、

堀
博

士
の
前
掲
著
書

に
よ

つ
て
知
る

こ
と
が
で
き
た
。

な
お

『
大

日
経
』

「
具
縁

品
」
な
ら
び

に
そ
れ

に
対
す
る
ブ

ッ
ダ
グ
ヒ
ャ
め

『
広
釈
』
善
無
畏

・
一
行

の

『
大
疏
』

に
お
け

る
大
日
如
来

の
図
像
学
的
説
明
に
は
そ
れ

が
存
し
な

い
が
、
禅
定

五
仏

の
う

ち

ビ
ル
シ
ャ
ナ
仏
は
白
色
で
、
手

に
円
盤
を
も
ち
龍
 
(
N
a
g
a
)
 
に

打
乗

つ
て

い
る
。
白
色

が
光
、
円
盤

が
太
陽

を
連
想
さ

せ
る

こ
と
は
容
易

で
あ
る
が
、

龍
を
乗
物
に
し
て
い
る
こ
と
は
、

ナ
ー
ガ
族

の
龍
蛇
信
仰

と
何
ら

か
の
関
係

が
あ
る

こ
と
を
思
わ

せ
る
興
味
深
い
問
題

で
あ
る
。

つ
い
で
に
、
真
言
密
教

の
(
伝
持

の
)
八
祖
の
う

ち
初
祖
龍
猛
 
(
N
a
g
a
t
i
o
n
)
 
二

祖
龍
智
 
(
N
a
g
o
e
-

d
h
i
)
 
に
つ
い
て
、
龍
猛
は
三
百
才

(
『
付
法
伝
』
)
、
龍
智
は
金
剛
智
が
会
見

し
た
と
き
、
な

お
七
百
才

の
寿
を
保

つ
て
い
た

(
『
金
剛
頂
義
決
』

『
貞
元
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録
』
)

と
い
う

イ

ソ
ド
以
来

の
古
伝
は
、

イ

ソ
ド
で
龍

が

一
般

に
若
返
り
の

象
徴

と
考
え
ら
れ
て

い
た
こ
と
と
密
接
な
関
連

が
あ
る
、

と
思
う
。

龍

の
若

返
り
的
な
意
義
は
蛇

の
脱
皮

か
ら
き

て
い
る
観
念

に
も

と
つ
く
も

の
で
あ
る

と
私
考

す
る
。

4
、
『

日
本
仏
教
史
論
』

一
一
九
頁
参
照
。

5
、
J
o
n
e
 
M
e
n
d
i
n
e
 
R
o
u
h
e
n
 
E
m
e
r
n
i
n
e
 
L
e
 
C
h
a
n
e

B
u
i
d
l
e
 
P
a
r
n
e
 
L
e
n
e
d
,
 
1
9
4
2
.
 
P
P
.
 
1
1
4
-
1
1
9

6
、
V
e
r
c
h
i
e
n
,
 
I
I
I
,
 
1
7
,
 
8
.

7
、
i
b
i
d
,
 
I
I
I
,
 
1
7
,
 
9
.

8
、
i
b
i
d
,
 
I
I
,
 
1
7
,
 
4
0
.

む

す

び

ビ
ル
シ
ャ
ナ
仏
の
起
源
を
遡
及
し
て
み
て
き
た
と
こ
ろ
が
、
意
外
に

も
仏
教

で
阿
修
羅
と
し
て
受
容
さ
れ
た
古
代
の
 
A
s
n
t
i
n
 

の
存
在
に
到

達
し
た
。

そ
し
て
、
A
s
t
i
n
e
,
 
V
e
c
n
a
,
 
V
e
r
n
a

ビ
ル
シ
ャ
ナ
仏
と
い
う

一
連
の
神
観
念
が
本
質
的
に
太
陽
崇
拝
と
関
係

を
有
す
る
こ
と
、
そ
う
し
た
信
仰
形
態
は
社
会
科
学
的
に
い
う
と
農
耕

民
族

の
宗
教
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
遊
牧
的
な
ア
リ
ア

ン
系
宗
教
に
お
け
る
神
格
と
は
異
な
つ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、

少
く
と

も
中
古
に
お
い
て
は
反
バ
ラ
モ
ン
的
乃
至
非

バ
ラ
モ
ン
的
勢
力
を
代
弁

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
、
予
想
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。

民
族
が
異
な
る
と
、

そ
の
奉
ず
る
神
も
ま
た

異
な
る

の
は

当
然

な

こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
異
民
族
間
の
対
立
抗
争
が
氏
族
神

(
氏
神
)
と

氏
族
神
と
の
斗
争
と
い
う
か
た
ち
で
語
り
伝
え
ら
れ
、
そ
う
し
た
文
化

斗
争
を
経
て
次
第
に
イ
ン
ド
の
民
族
文
化
が
統

一
さ
れ
融
合
さ
れ
て
き

た
歴
程
が
理
解
さ
れ
る
。
多
神
教
的
な

臥
畏
養

か
ら
汎
仏
格
の
ビ
ル

シ
ャ
ナ
仏

へ
の
歴
史
的
発
展
は
ま
さ
に
そ
れ

で
あ

つ
て
、
そ
の
場
合
に

仏
教
の
果
し
た
歴
史
的
役
割
り
の
大
な
る
こ
と
は
、
付
言
を
要
す
る
ま

で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
諸
仏
菩
薩
、

一
切
の
神

々
と
い
う
神
を
あ
ま
す
な
く
そ
の
う
ち
に
包
摂
し
統
合
し
て
、
そ
れ
ら

の
尊
格
を
そ
れ
ぞ
れ
の
場
に
生
か
し
な
が
ら
、

し
か
も
自
ら
は
超
越
的

な
存
在
で
あ
る
密
教
の
ビ
ル
シ
ャ
ナ
仏
の
存
在
は
、
ま
こ
と
に
広
大
無

辺
で
あ

つ
て
、
そ
れ
は
ま
さ
に
当
時
の
イ
ン
ド
的
な
文
化
の
総
体

・
普

遍
的
宗
教
の
理
念
を
表
現
し
え
た
も
の
と
み
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
の
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

(
昭
和
三
十
四
年
十

一
月
廿
日
再
治
)

付
註
ー

『
華
厳
経
』
の
ヴ
ァ
イ
ロ
ー
チ
ャ
ナ
は
ま
だ
密
教
に
お
け
る

ほ
ど
に

絶
対
視
さ
れ
て
い
な
い
(中
村
元
博
士

「華
厳
経
の
思
想
史
的
意
義
」
-
『
華
厳

思
想
』
九
四
頁
-
参
照
)
。

ア

ス
ラ

カ

ラ

ビ

ル

シ

ャ
ナ

仏

へ
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